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未成年者の受診に関する指針 
 
1. 目的 
当院では、未成年（18歳未満）の患者さまに安全かつ適切な医療を提供するため、受診に際しての指針を定め

ております。疾患の状況や治療方針を正確にお伝えし、法的・倫理的な責任を果たすことを目的としています。 
 

2. 原則として同行をお願いする場合 
以下のケースでは、原則として親権者（法定代理人）の同行が必要です。 

 
☛初診の場合 
☛侵襲を伴う処置（手術、縫合、点滴など）、血液検査、レントゲン検査が必要な場合 
☛新しいお薬の処方や、副作用の強いお薬を処方する場合 
☛病状の説明が必要な場合 

 

3. 同行が困難な場合の対応 
やむを得ない事情で親権者が同行できない場合は、診療の前後に医師から親権者へ電話にて病状説明と同意の

確認を行います。必ず連絡が取れるようにしてください。 
 

4. 単独受診を認める例外規定 
学生ではない就労中の未成年者。 
その他、以下の条件をすべて満たす場合に限り、未成年者のみの受診を認めることがあります。 
☛おおむね 15歳（高校生）以上で、自身の病状や治療内容を正しく理解し、説明を受け入れられると 
医師が判断した場合。 

☛継続的な治療（再診）であり、治療方針に大きな変更がない場合。 
☛緊急性が高く、親権者の連絡を待つことで健康被害が生じる恐れがある場合。 

 

5. 緊急時の対応 
生命に関わる重大な事態や、緊急の処置が必要と判断される場合は、親権者の同意を待たずに治療を優先いた

します。その際、事後速やかに経過をご説明いたします。 
 

6. その他 
代理の方が同行される場合は、あらかじめ親権者からその旨をご連絡ください。 
診療費のお支払いについては、親権者の責任においてお願いいたします。 
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